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熊
本
地
震
に
よ
り
他
市
町
村
に
避
難
さ

れ
る
場
合
、次
の
こ
と
を
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。ま
た
、身
近
に
対
象
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
場
合
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◦
避
難
さ
れ
る
方
の
氏
名
、生
年
月
日

◦
避
難
元
住
所
と
避
難
先
住
所

※
避
難
先
が
変
わ
ら
れ
る
場
合
も
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
　

　
☎
52
・
７
１
１
１

　
大
き
な
災
害
の
後
は
、心
や
体
の
不
調

が
現
れ
や
す
く
、特
に
お
子
さ
ん
の
場
合

は
、心
の
不
安
が
行
動
と
な
っ
て
現
れ
、甘

え
が
強
く
な
っ
た
、落
ち
着
き
が
な
い
、食

欲
が
な
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
こ
れ
ら
は「
正
常
な
反
応
」で
す
の
で
、ま

ず
は
お
子
さ
ん
の
話
を
よ
く
聞
く
よ
う
に

し
、ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
増
や
す
よ
う
に
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
そ
れ
で
も
長
引
い
た
り
、心
配
な
場
合
に

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
健
康
福
祉
課
　
保
健
師

　
☎
52･

７
１
５
４

　
地
震
の
後
片
付
け
や
被
災
家
屋
の
撤
去

を
進
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、そ
の
中
に

は
貴
重
な
歴
史
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
資
料
は
即
座

に
処
分
せ
ず
、一
度
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。貴

重
な
歴
史
資
料
保
全
の
た
め
に
、ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
資
料
の
例
】

◦
和
紙
に
墨
で
書
い
た
帳
面
や
書
類
、和

と
じ
の
本
、掛
軸
な
ど
の
書
や
絵
画
、ふ

す
ま
や
屏
風

◦
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
古
い
本
、雑
誌
、新

聞
、写
真
、ア
ル
バ
ム
、絵
、日
記
、ノ
ー

ト
な
ど

◦
古
い
食
器
、着
物
、農
具
な
ど
の
生
活
や

生
産
の
道
具

問
生
涯
学
習
課

　
☎
52･

５
８
６
０

　
熊
本
被
災
史
料

　
レ
ス
キ
ュ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

　
☎
０
９
６･

３
４
２･

２
３
０
４

　
宮
原
小
学
校
お
よ
び
竜
北
中
学
校
の
プ
ー

ル
を
夏
休
み
期
間
中
、一
般
開
放
し
ま
す
。

【
宮
原
小
学
校
】

◆
期
間
　

　
７
月
22
日
㈮
か
ら
８
月
24
日
㈬
ま
で

◆
使
用
で
き
る
人

　
町
内
在
住
の
社
会
人

　（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

◆
使
用
可
能
時
間
　

　
17
時
か
ら
19
時
ま
で

※
プ
ー
ル
の
使
用
に
は「
プ
ー
ル
使
用
許

可
証
」が
必
要
で
す
。氷
川
町
文
化
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
氷
川
町
公
民
館
に
て
７
月

４
日
㈪
か
ら
、許
可
書
を
発
行
し
ま
す

（
誓
約
書
に
サ
イ
ン
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）。

【
竜
北
中
学
校
】

◆
期
間
　

　
８
月
１
日
㈪
か
ら
５
日
㈮
ま
で

　

◆
使
用
で
き
る
人
　

　
町
内
在
住
の
社
会
人

◆
使
用
可
能
時
間
　

　
19
時
か
ら
21
時
ま
で

※
プ
ー
ル
使
用
に
は
、監
視
員
が
プ
ー
ル
で

受
付
を
行
い
ま
す
。

◆
禁
止
行
為

　
次
の
よ
う
な
行
為
を
し
た
場
合
は
誓
約

違
反
と
な
る
た
め
、許
可
を
取
り
消
し
ま

す
。

◦
プ
ー
ル
サ
イ
ド
を
走
り
回
る

◦
ほ
か
の
利
用
者
に
迷
惑
を
か
け
る

◦
プ
ー
ル
用
具
を
乱
暴
に
扱
う

◦
水
泳
以
外
の
目
的
で
利
用
す
る

◦
監
視
員
な
ど
が
危
険
と
思
う
行
為

くらしの情報

お
知
ら
せ

町
よ
り

生
涯
学
習

防
　
災

保
　
健

他
市
町
村
に
避
難
さ
れ
る
皆
さ
ま
へ

お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
ご
家
族
の
方
へ

歴
史
資
料
保
存
の
お
願
い

学
校
プ
ー
ル
を
開
放
し
ま
す
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◆
監
視
期
間

　
７
月
22
日
㈮
か
ら
８
月
24
日
㈬
ま
で

　
17
時
～
19
時（
２
人
体
制
）

◆
募
集
人
員
　

　
６
人
程
度（
高
校
生
以
上
）

◆
賃
金
　

　
８
６
４
円
／
時
間

　
※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
氷
川
町
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

　
☎
52
・
５
８
６
０（
直
通
）

　
広
報
ひ
か
わ
６
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
促
進
事
業
」の

登
録
工
事
店
の
電
話
番
号
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま

す
。

　
　
沼
里
建
築
：
62･

４
３
０
３

問
商
工
観
光
課

　
☎
62
・
２
３
１
５

　
国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
で
は
、こ
の

度
の
熊
本
地
震
を
受
け
、基
本
測
量
を
実

施
し
て
い
ま
す
。本
町
で
は
次
の
と
お
り
測

量
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
期
間
　

　
平
成
29
年
３
月
10
日
ま
で

◆
作
業
内
容
　

　
高
度
地
域
基
準
点
測
量
、水
準
測
量

問
国
土
地
理
院
九
州
地
方
測
量
部

　
☎
０
９
２
・
４
１
１
・
７
８
８
１

　
税
関
で
は
、終
戦
後
外
地
か
ら
引
き
揚

げ
て
き
た
方
々
か
ら
お
預
か
り
し
た
通
貨

や
証
券
類
を
保
管
し
て
お
り
ま
す
。

　
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、税
関
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
長
崎
税
関
　
業
務
部
　
税
関
相
談
課

　
☎
０
１
２
０
・
８
２
８
・
６
８
０

　
国
税
庁
で
は
、熊
本
県
内
に
納
税
地
の

あ
る
方
に
つ
い
て
、別
途
国
税
庁
告
示
で
定

め
る
期
日
ま
で
、地
震
が
発
生
し
た
平
成

28
年
４
月
14
日
以
後
に
到
来
す
る
、国
税

に
関
す
る
申
告
、申
請
、請
求
、届
出
お
よ

び
そ
の
他
の
書
類
の
提
出
な
ら
び
に
納
付

な
ど
の
期
限
を
延
長
し
て
お
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w

w
.nta.go.jp/kum

am
oto

）を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、最
寄
の
税
務
署
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

問
八
代
税
務
署
　

　
☎
32･
３
１
４
１

　
恒
例
の
梨
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
今
年
も
開

催
し
ま
す
。

◆
日
　
時

　
９
月
22
日
㈭
秋
分
の
日

　
７
時
30
分
か
ら
受
付
開
始

◆
会
　
場

　
竜
北
公
園

◆
コ
ー
ス

　
３
・
５
・
10
キ
ロ
の
３
コ
ー
ス

　
※
小
学
生
は
３
キ
ロ
コ
ー
ス
の
み

◆
参
加
料

　
高
校
生
以
上
　
３
千
円

　
小
・
中
学
生
　
２
千
円

◆
申
込
方
法

　
郵
便
振
替
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申

し
込
み（http://runnet.jp/

）

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◆
申
込
期
限

くらしの情報

商
工
観
光

そ
の
他

お
詫
び
と
訂
正

引
揚
者
と
ご
家
族
の
皆
さ
ま
へ

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

基
本
測
量
の
実
施

募

　
　集

プ
ー
ル
監
視
員
を
募
集
し
ま
す

第
11
回
梨
マ
ラ
ソ
ン
大
会

（正）


